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保護者各位

「園の自己評価のご報告」

日頃より、本園の保育に格別のご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。
株式会社ＡＬＴＡでは、子どもたちが安心して過ごし、心身ともに健やかに育つことを最
も大切にしています。そのため、社員一人ひとりが日々の保育を振り返り、より良い保育
の提供に向けた自己評価に取り組んでおります。
この自己評価は、保護者の皆様のご意見（アンケート結果）を反映しながら、社員が自ら
の保育実践や園全体の運営について見直しを行うものです。評価の結果をもとに、今後も
子どもたちの成長に寄り添いながら、より一層信頼される園づくりに努めてまいります。
保護者の皆様の貴重なご意見・ご協力を糧として、社員一同、心を一つにして保育の質の
向上を目指してまいりますので、引き続きご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げ
ます。

１. 基本情報

項目 内容

園名 アルタベビー田無園

所在地 東京都西東京市田無町 2-12-14

評価年度 令和 7年度

作成日 令和 8年 3月 23 日

評価実施日 令和 8年 1月 16 日～2 月末

園児数 19 名
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２. 保護者アンケート結果

2-1．保護者アンケート集計結果 回答率：７９％

2-2. 保護者コメント

・保育園にお迎えについた際、娘が楽しそうにしている姿を見て先生たちのおかげだなと
思いながらとても嬉しく思います。

・毎日とても楽しそうに登園します。保育園が楽しくて仕方ないようです。また連絡帳も
丁寧にその日の様子を記載していただき、安心して預けられています。

・季節の行事をしてくれるのでありがたいです。
・ていねいによく見ていただいて、感謝しています。
・よくお散歩や公園へ連れて行っていただき子どももリフレッシュできていると思います
のでありがたいです。

・いつも先生方があたたかく迎えて下さり、家で遊んでいたいというような日も登園する
と声をかけてもらえて少し恥ずかしそうにしながら嬉しそうに遊びに参加しています。
いつもあたたかな場所を提供してくださり本当にありがとうございます。

・こちらが提案や意見があった際申し出ると職員会議などで議題にしてくれて素早い対応
をしてくれます。

・子ども、保護者いずれにもいつも前向きなお声がけをしていただいてありがたいです。

No 質問項目 はい
どちらとも

いえない いいえ

1 当社の保育理念・保育目標について理解していますか 67％ 27％ 7％

2 個人情報については慎重に取り扱われていると思いますか 93％ 7％ 0％

3 当社社員はお子様の気持ちを大切にしていると感じますか 100％ 0％ 0％

4 当社社員の言葉遣いや態度、服装等は適切ですか 100％ 0％ 0％

5 園内は清潔で整理された空間になっていると思いますか 93％ 7％ 0％

6 安全対策や感染症対策が十分に取られていると思いますか 93％ 7％ 0％

7
送迎時の保育士との会話や連絡帳等で、保育園やご家庭での様子について日
常的に情報交換がなされていると思いますか 93％ 7％ 0％

8
お子様が怪我をしたり、体調が悪くなったりしたとき、当社社員の対応は信
頼できますか 100％ 0％ 0％

9
当園で提供される食事やおやつはお子様の状態に配慮し、工夫されたものに
なっていると思いますか 100％ 0％ 0％

10
不満に思ったことや要望を伝えたとき、当社社員はきちんと対応してくれて
いると思いますか 93％ 7％ 0％

11 当園に満足されていますか 87％ 13％ 0％



アルタベビー田無園

3

安全面にもきめ細やかに配慮してみていただいているのがわかり、安心して預けられて
います。毎日楽しそうに通ってくれているので何よりです。これからも宜しくお願いし
ます。

この度は保護者アンケートにご協力いただき、誠にありがとうございました。
皆様からいただいた率直なご意見やコメントは、園の保育の実践や運営をさらに良くして
いくための大変貴重な資料となります。

集計結果だけでなく、具体的なご感想や日頃の思いをお寄せいただけたことに、社員一同
深く感謝しております。

3. 社員の資質向上

３-1. 社員の資質向上に関する基本的事項

№ 評価項目 成果・気付き(振り返り)と改善案

1 当社姿勢目標について理解し、
規律を順守した勤務ができてい
る。

児童の健全育成のための５つの姿勢目標について、１日
の始まりに「今日重点的に実施する項目」を決め、その
日の保育目標として保育をおこなっている。
職員の急なお休みの際に十分に向き合う事が出来ないと
感じた時には、合同保育を心がけ安全に保育ができるよ
うに工夫している。

2 当社保育理念や保育目標につい
て理解している。

保育理念の「規則正しい生活」に重点を置き、幼少期か
ら重要な生活習慣が身に付くよう、園での規則正しい生
活を心掛けている。その中で個々の家庭環境にも配慮し
ながら柔軟性をもって一人ひとりが『楽しい園生活』を
送れるよう配慮している。規則正しく過ごす事を意識し
すぎて子ども達を焦らせないよう気をつけている。

3 指導計画は乳幼児の実態に合わ
せ、保育所保育指針に基づいて
適切に援助・支援している。

指導計画を参考にしながら、一人ひとりの個性が伸ばせ
るよう個々に合わせた援助や介助に重点を置いて日々保
育にあたっている。

4 個人情報の保護や守秘義務に関
して理解し、適切に管理してい
る。

個人情報の保護・守秘義務の重要性を認識し、書類管理
や日常の会話を意識している。

5 衛生・安全管理に対する園の方
針を理解し、適切な管理ができ

園内の玩具など消毒を毎日徹底しておこない、また安全
面に対してもヒヤリハット情報を職員で共有して怪我の
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ている。 ないようにつとめている。乳児期に頻発する嚙みつきや
ひっかきなどに関して、事故が起こる前に子ども達一人
ひとりの正確を把握し、行動予測できるようにしてい
く。
感染症が流行ったり怪我がおこってしまった場合は、マ
ニュアルに沿い適切に処置する事で職員による対応の違
いを無くし、適切に処置できる工夫を実践している。

6 保育に従事する者として、服装
や身だしなみに配慮し、健康と
清潔を心がけている。

指導者という立場を常に意識した行動を心がけ、自身の
身だしなみにや爪の確認など出勤前に気を配っている。
また感染症が流行っている時期には、職員も体調を崩す
事のないようにより適切な栄養と睡眠を取るように心が
けている。

7 子どもの表情や言葉、行動から
気持ちをくみ取り、一人ひとり
に寄り添った関わりを心がけて
いる。

愛着関係を築くことにより一人ひとりの個性を把握し、
表情や行動、言葉から気持ちを汲み取る事ができるよう
になった。成長に伴いイヤイヤ期などで対応が難しく感
じる事もあるが、今までの経験や他保育者の意見も参考
にして適切な関わりができるよう心がけている。

8 送迎時のやり取りや連絡帳等を
通して、園での活動内容や子ど
もの成長・様子が伝わるよう、
保護者との丁寧な情報共有を行
っている。

連絡帳だけでなく、送迎時に顔を合わせて保護者と直接
コミュニケーションをとる事を心がけている。登園時は
急いでいる場合もあるため、お迎え時に言葉を交わすよ
うにしている。成長に伴う悩みや相談などは面談や個別
に対応し、職員間でも情報共有している。今後も担任の
みならず、どの職員でも対応できるような体制づくりを
していく。

9 日々の保育や行事準備で社員同
士が情報共有し、困りごとは声
を掛け合いながら協力して、チ
ームでより良い保育に取り組ん
でいる。

一人ひとりの子どもの対応の仕方が保育者で変わると子
どもが混乱してしまうため、職員会議を密に行い情報共
有につとめている。また、行事や不明点・困りごとなど
は園長から声をかけたり、クラスを超えてどの職員にも
相談しやすい雰囲気をつくり、風通しのよい職場環境づ
くりを意識している。

10 子どもが遊びや活動を自分から
楽しめるよう、玩具や教材の配
置を工夫している。

年齢に応じた玩具を手作りし成長を促している。また、
年齢に応じて自分で玩具を出したり片付けられるよう、
棚に写真を貼り付けるなど視覚的援助の工夫をしなが
ら、自分で遊びたい玩具を自分で選んだり片付ける習慣
が、日々の遊びの中で自然に身に付くよう工夫してい
る。

11 研修や会議で知識を学び、園内
共有や専門資料を通して保育を
振り返り、日々に活かしてい
る。

東京都キャリアアップ研修を積極的に受講し、また社内
研修を毎月必ず実施し、保育スキルアップにつとめてい
る。今後は研修で得た知識を職員会議などで取り上げた
り、日常の保育で実践し、職員間で情報交換や共有がで
きるような機会を多く設けていく。
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３-2. 社員の研修等

【評価 〇：できている △：一部検討を要する】

研修の活用

評価項目 評価

定期的に園内研修を行っている。 〇

各社員について、教育・研修の機会が確保されている。 △

定期的に園内の研修成果に対する評価・見直しを行なっている。 〇

【今年度の評価・次年度に向けた改善案】

自己評価において、保育理念や目標、指導計画などを意識しながら毎日保育をおこなっ
ているとの意見が多数あり、突然の職員の休みや予定外の事案が発生した場合には、予定
していた保育活動内容を変更して合同保育を実施する臨機応変な対応ができている。
小規模園で壁がなく職員同士の連携が出来ている事が利点となり、臨機応変な合同保育が
可能となっているが、その反面、特に１歳や２歳については（例えば室内遊びでは椅子取
りゲームなど簡単なルールのある遊び、戸外遊びでは公園までの距離や歩くスピード、遊
具の高さなど）それぞれの発達に応じた活動内容を実現するのが難しくなったり、活動内
容に変化がなくなってしまう事が課題となっている。
来年度は職員配置を工夫したり、積極的に研修や講習会への参加、職員会議を遊びの引

き出しを増やす場として活用し、定期的に職員全員がアイデアを出し合い保育の質の向上
をしていく。

４．園全体の自己評価

№ 評価項目 取り組み状況

１

保育環境の整備

・各社員の職務内容が明確で、協働できる体
制になっているか。
・年齢や発達に応じた環境構成になっている
か。（コーナー設定・動線の工夫等）
・玩具や設備の安全点検・見直しを定期的に
行っているか。

・風通しの良い職場を目指し情報共有する体制
づくりをしているため、クラス間の壁がなく協
力体制を常に整えている。
・可動式の低い柵を設置し視野を広くし、かつ
限られた環境を工夫して机上遊びと運動遊びを
クラスで交代で使用するなどの工夫をしてい
る。
・使用した玩具は当日中に全て消毒しながら点
検を実施している。

保育内容・活動の質 ・長期/中期計画に沿った週案を立て、当日の
子ども達の登園人数や体調、前日の様子などを
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２ ・保育計画と日々の実践が連動し、振り返り
が行われているか。
・子どもの主体性や興味を尊重した活動にな
っているか。

考慮して活動内容を決定している。
・活動の内容は保育者が一方的に決めず、特に
２歳児は「何をして遊びたいか」を問い、その
要望を盛り込んだ活動を取り入れるように心が
けている。

３

個別支援

・一人ひとりの発達状況を把握し、記録を
共有しているか。
・配慮が必要な子どもへの具体的支援策が
明確になっているか。

・児童表に発達記録と成長の詳細を毎月記録
し、また個別相談や担任との面談を実施した際
には、職員会議で取り上げ全員で情報共有をお
こなっている。第二子の誕生や長期出張など、
家庭環境に変化があった際には家庭と連携し、
個別に十分な保育者との関わりを持ち安心して
園で過ごせるようサポートをおこなっている。

４

社員体制・専門性

・社員間の情報共有や連携体制が機能してい
るか。
研修参加や園内研修を通じて専門性向上に努
めているか。

・東京都キャリアアップ研修を積極的に受講す
る機会を設けたり、毎月全職員を対象に eラー
ニングを実施し、乳児保育のみならずアレルギ
ー対応や発達支援、保護者対応や衛生管理、危
機管理など幅広い知識を習得できる機会を設
け、日常保育に活かしている。

５

リスク管理（安全・衛生）

・事故防止のための点検やヒヤリハットの共
有が行われているか。
・感染症対策や衛生管理がマニュアルに基づ
き実施されているか。
・火災・地震・不審者侵入等の危機管理に努
めているか。

・怪我や怪我につながりそうになった事案につ
いては、その日のうちに担当保育者が書類にま
とめて振り返りを実施し、毎月の職員会議で報
告後、書面を全職員で回覧し情報共有をするこ
とで再発防止につとめている。
・毎月避難訓練、一年に一回不審者訓練と引き
取り訓練を実施。衛生マニュアルは常に見やす
いところに掲示し、その手順で実施している。

６

家庭・地域社会との連携

・保護者へ日々の保育の様子を具体的に伝え
ているか。
・保護者・地域からの意見や相談・苦情解決
のための取組を行っているか。
・関係機関と情報共有を行い、状況に応じた
適切な対応ができているか。

・連絡帳に一人ひとりの園での様子を写真や文
章で伝えるとともに、お迎え時に毎日のトピッ
クスをお伝えするようにしている。
・保護者からご意見を頂いた際には状況把握を
十分に行い、職員会議に取り上げ園全体で対策
を考え早急に対応できる体制を整えている。

７
園の理念の実現度

・社員が園の理念や保育目標を理解し、保育
実践に反映しているか。
・行事や日常保育が理念と整合しているか。

・保育理念をもとに年齢別保育計画を立て、
日々の保育の指標としている。また、季節なら
ではの行事や運動会、夏祭りなどの行事を通じ
て興味や関心、友だちとの関わりを広げる機会
を多く設けている。
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８

食育について

・食材や栽培活動などを通して食への関心を
育てているか。
・アレルギー対応や発達に応じた食事配慮を
行っているか。

・毎月の行事と連携し年齢に応じた食育活動を
行っている。当番制で豆苗の水やりを実施した
り、きゅうりの塩もみやおにぎりづくり、とう
もろこしの皮むきなど、楽しみながら食べ物に
興味が持てる工夫をしている。
・アレルギー児にはアレルギー食材を除去した
献立を用意し、専属の職員がついて食事介助を
おこない事故防止につとめている。

【当園の保育目標】
・家庭的な雰囲気の中で一人ひとりの育ちに寄り添い、安心して過ごす事ができる保育園
・基本的な生活習慣が身につき、自己を発揮し元気に遊ぶ保育園
・保護者が安心して預けられる保育園

【園の強み】
・少人数でゆったりと過ごし、のびのびと過ごす事ができる。
・一人ひとりとじっくり向き合い関わる事ができる。
・職員同士の仲が良く、クラスの壁を越え連携して保育している。

【園の課題】
・限られた保育環境で、特に梅雨の時期や夏の時期などの過ごし方に工夫が必要
・壁がない環境の中、必要に応じて落ち着いて過ごせる場所の確保
・より充実したクラス運営

５．総評

今年度の保護者アンケートでは、ほぼ全ての項目に対して９０％の良い回答を得る事が
できました。中でも「当園の社員がお子様の気持ちを大切にしている」や「怪我をしたり
体調が悪くなった時の対応は信頼できる」という問いに対しては１００％の良い回答をい
ただき、また職員の態度や言葉遣いや食事に対しての工夫にも１００％の良い評価を頂く
結果となりました。
また、保護者からの意見に対してすぐに職員会議の議題として取り上げ対応した事を評

価いただくコメントや、食育を含め行事や散歩など日常の活動を子ども達のみならず保護
者の方にも喜んでいただけているコメントもいただきました。
これは日頃私たちが保護者の皆様や子ども達と真摯に向き合っている姿をご理解いただ

けたと深く感謝し、今後も子ども達が楽しく過ごせ、安心して保護者の方々に預けて頂け
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る園になるよう継続して努めて参ります。
一方、当社の保育理念や保育目標への理解については「どちらともいえない」という回

答が２７％という結果となり、当社のホームページや園のしおりで掲載している保育理念
や保育目標について、より一層保護者の方々にご理解いただく努力が必要と痛感いたしま
した。
そこで、コロナで一時中断し今期から再開した保護者懇親会の際に、保育理念と保育目

標を日常の保育に直結してご理解いただけるように説明内容を工夫し、しっかりとご説明
することで理解を深めていただけるよう、早速その準備にとりかかっております。
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